
独立監査人の監査報告書

平成 27年 11月 20日

一般社団法人 ピースボート災害

代 表 理 事

ボランティアセンター

山  本     隆

有限責任監査法人 ト ー マ ツ

指定有限貢仁社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士

当監査法人は、一般社団法人及び一般財国法人に関する法律第 124条 第 2項第 1号の規定
に準じて、一般社団法人ピースボー ト災害ボランティアセンターの平成 26年 4月 1日 から

平成 27年 3月 31日 までの平成 26年度の貸借対照表及び損益計算書 (公益法人会計基準に

基づく「正味財産増滋計算書Jをいう。)並びにその附属明細書並びに財務諸表に対すると記

(以下「財務諸表等Jと いう。)について監査を行つた。

財務諸表等に対する理事者の責任

理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠 じ

て財務諸表等を作成し道正に表示することにある。これには、不正又は謀謬による重要な虚 l‐n

表示のない財務諸表等を作成 し適正に表示するために理事者が必要と判断した内部統制を整備

及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表等に

対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表等に重要な虚偽

表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監

査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表等の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施

される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表等の重要な虚偽

表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につい

て意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応

じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表等の作成と適正な表示に関連する内部統制を

検討する。また、監査には、理事者が採用した会計方針及びその適用方法並びに理事者によっ

て行われた見積 りの評価も含め全体としての財務諸表等の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人

会計の基準に準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産及び損益 (正味財産増滅)の状況を

すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係 、

一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンターと当監査法人又は業務執行社員との間

には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上



(1)管 借 対 照 表
平成27年 3月 31日現在

科 目 当年度 前年度 増減

1 資産の部
1流動資産

現金預金

商品

立替金

仮払金

前払費用

未収入金

49,077,936

44,165

130,934

650,000

20,301

24,137531

84,755406

52,635

0

96,140

39,600

4,254,161

△ 35,677,470

△ 8i470

130,934

553,360

△ 9ヽ299

19,333,420

流 動 資 産 合計 74,060,917 89,197,942 A 15,137,025

2固定資産

(1)その他の固定資産

車両運搬具

ソフトウエア

差入保証金

118,044

1,135,333

100,000

o50,006

1,742,333

100,000

△ 531,962

△ 557,000

0

その他の固定資産合計 1,403i377 2,492,339 △ 10381962

固 定 資 産 合 計 1403,377 2492339 △ ,ヽ038962

資 産 合 計 75464294 91,690,231 △ 16,225,987

E 負債の部
J流動負債

未払金

前受金

預り金

未払法人税等

6195,431

141045,179

594137

70,000

781,044

10,292,000

353,965

70,000

5414,387

3,753,179

240,172

0

流 動 負 債 合 計 201904,747 11,497,009 9,407,738

負 債 合 計 20,904,747 111497,009 9,407.738

匝 正味財産の部
1-般正味財産 54,559,547 801193,272 △ 25,633,725

正 味財 産 合 計 54i559,547 80,193,272 △ 25,633,725

負債及び正味財産合計 751464,294 911690,231 Zゝ 16,225987



(2)正 昧 財 岸 増 減 計 賞 毒
平成26年4月 日ヽから 平成27年3月 31日まで

科  目
―級工味財産増滋の部

 ヽ 経常指滅の部
(1)経 常収益
①寄付金収入

②動成金収入

③自己負担登収入

④サポート会員会受収入

⑤その他収入

グッズ収入

為管言基

雑収入

受取利息

経 常 収 益 計

(2)経常費用
①事業費

枝災地支援事業費

紋箕地支援サポート事業技

ボランティア育成事業費

その他事奏費

②官巴費

役員報酬

描与手当

法定福利費

福利厚生費

旅費交通費

通信費

広告宣伝費

交際控待費

消耗品費

租税公課

支払手数料

外注費

滅価値却費

事務議ミ用料

保守料

継費

経 中 費 用 計

当朗経常増減額

2 裾常外暫競の部
(1〕 経常外収壷

固定資産売却益

■両運搬具売却益

経 常 外 収 益 計

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財崖増減額

法人税、住民税及び事業税

当期―級正味財産増減額

―殿工味財産期首残高

―級工味財崖潮末残高

15562608

72339160

4651532

150C660

14392332)

168373

7004962

7211 615

7977

23182863

72313845

6306500

2310000

4337743)

182809

3,20566

' 1864747903

△ 7620255

25255

△ 1654968

△ 810000

9994583)

△ 14422

3984396

6024541

74

120650155)

45154629

1340435S

31738626

30351944

14694139)

3480000

2400000

600838

80213

214605

233548

0

0

309730

71666

1764,35

0

557p66

2340000

2,33000

549170

92684582)

46055354

13988254

32602119

38255

16012786)

3486p66

3930667

599506

32720

984768

236862

114260

62122

267731

12433

170,267

476660

557000

1260000

1862920

501530

27965573)

△ 901325

△ 583298

△ 363493

30313689

△ 1313S47)

0

△ 1530667

1332

47493

△ 770163

△ 3314

△ ■4260

△ 62,22

【02049

593S7

63918

△ 470o00

0

lp86 660

230030

47640

△ 186417 △ 267Ⅲ 2305

1334997

1334997

1334997

1,34997

1334997

1334997

△ 25377308



(3)財 務話表に対する注記

, 三要な会計方針

(1)棚節資産の評価基準および評価方法

零星に溺 螢佳鞭
照衰価額は収It4の低下に基づく好価切下げの

(2)固定資産の減価償却方法

①有形固定資産

車両運搬具… 定票法を採用している

なお、耐用年数は次の通りである。

車両運搬真… 2年

②無形固定資産

ソフトウエア… 定壊法を採用している。

なお、耐用年数は次の通りである。

ソフトウエア… 5年

(3)外資建の資産または負任の本邦通費への換算豊準

外宝建全銭使権校務は、期末口の直物為替相場により、円換算し、経算差額は損
益として処理している。

(4)消費税事の会計処理

消費税及び地方消費税については、税込み表示をしている。

2 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定空虐の取得価額、滅価償却累酎額及び当期末残高は、次のとおりである。

rl目 取得価額 滋価ほ却果討観 当期末残高

車両運搬具

ソフトウエア

4665410

2785000

454736S

1 599 SS7

118044

1185333

合 St 7450“10 6147033 1303377



補助金等の内訳並びに支付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内駅並びに交付者 当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称

共摩助成プロジェクト

Foun3atio■ In。

Feundaton lno 47362001   2270,07

562801引  5628000

14746086

4917802

2■57

517765,前受金

|

助 成 金

Suppo高 ng Kizuna New sieter in
iornPoratt HOusing oommun西 os t●
断prevo Montal Hoath tt P,ov do

P朝ohosooioi Su。 っort te Eraouoos

K zuna News由 もr Phaso■

Amo古 Cares

Aぃo古Oaros

1380000

Disaster Pttparednessi Tra n n`

hd前 3uals and Faぃ1ぃ o Ros,o純
EFectvo y to Dヽ a轟に

βra● t。。 oと,aoⅢ Bu dinど 。71 BRR te
Pr● v●注 Ftture D sas峰 に

耐 o●uttshima 61obalハ
"arene ssh高水けo

Ullk ng Eぃ ,owerng o vH so● [よy at

盤 赳
i裁
者:ほ貯

'溜
活提 豊

'

prevonton rolated b nuoloar poler

Dtastor Ro‖ of Vo unに or itt n ng
,r●コ0「

広島主砂災書遺韓住民への支援ニー
ズ翻査と支援調整事業

広島主砂究書避盛住民への傾鳴と支
曇ニーズマッチング事業

バヌアッ サイクEン タ`ム緊急寅援調

=革
案

Amor Cares Foundatioぃ ino

OVVS」A,AN

OWVS」APAN

CLAyS JAPAN

6ヤo2Asa

笠晶讐〕事梨す分_ム

特定ヨ
=営
利活動法人

ジャバン プラットフォーム

特定ヨ
=営
利活動法人

ジャバン ブラットフオーム

公益財団法人 信頼資本財団
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5323350

45375S0

3308640

2292,32

5754431

660660

300113

656636

前受登

未払登

未4A金

Bl受金

「髪書に備えた全国ネットワークの強
化と災書発生 救援時初動対応体制
の株 窯J(2回 目)

3難縄牌鍋戦

母

1313'73   3ヽ13773

15600591   1560053公益財団法人 日本財□

公益財団法人 日本財団

合 150059571

1前期末残高 当期増加額 当期減少額 1当期末残高

10324045

4917802

5323366
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102920001  53418947
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!        4関 連当手者との取引の内容

場球 f:賀軽母署辞a支
払について1よ、ピースボートから提示された一月あたり使用料を基礎として毎競交

当事をとの取引の内容は、次の

原性
法人等の
名称

住所

資E織
額(期立
:千円)

事業の内容ろど路
隊業相 関連内容

取引の内容
取引金

科 目
勢きを

”誰
役R総蘇 挙衆上のB8

係 中神
子円)

支配
法人

NG0
ピースポ
ード 輔揮

国際交流
活動など

なし
責任パー
ト‐

所
料
務
用
事
使 使言密隆D 585C

〈取引条件及び取
=1条
件の決定方針等 )



(4)附 属明細書
1 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産はない。

2+引 当金の明細

引当金はない。


